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< ランダムウォークによるブラウン運動の構成 >

前ページのランダムウォーク
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はZ上を動く。h > 0に対して

τ = h2とおき、{Bh(t) : t > 0}
を次式で定義する。
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ここで

[t] = tを超えない最大整数 (ガウス記号)

である。もしSnが図 1のような動きであれば

Bh(t)は図 2のような折れ線である。Donsker

(1951)は h→ 0のとき、{Bh(t) := 0}の極限

としてブラウン運動 {B(t) : t = 0}を構成し

た。それは関数空間上の確率測度の収束であ

るが、厳密な定義は省略する。Donskerの定

理から、時刻 t > 0を止めたときの存在確率

の収束
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がわかる。
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u(t, x) が成立することを証明せよ。


